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会社名： 株式会社ＩＨＩ原動機

代表取締役社長: 保坂 知洋

資本金： 30億円

従業員数: 1,398名 (2025.4現在)

IHI原動機の会社紹介
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日本石油株式会社 新潟鐵工所創設 1895年 
株式会社新潟鐵工所設立（日本石油株式会社より分離独立） 1910年 
日本初の舶用ディーゼルエンジンを開発 1919年 
新潟原動機株式会社設立，新潟鐵工所の原動機事業を承継 2003年 
株式会社ＩＨＩ原動機発足 2019年 

日本初の舶用ディーゼルエンジン M4Z型機関(100PS)  

初代南極観測船「宗谷」に搭載された TN8E型機関(2400PS)

IHI原動機の沿革
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IHI原動機の国内事業所
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【海外事務所】
韓国(ソウル)

【海外現地法人】
オランダ(ロッテルダム)，シンガポール，フィリピン(マニラ)，中国(上海)

IHI原動機の海外ネットワーク
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国際海運「2050年頃までにGHG排出ゼロ」目標に合意
• IMOの海洋環境保護委員会(MEPC: Marine 

Environment Protection Committee)は、2023
年7月に開催されたMEPC80にて、2018年に採択した
「IMO GHG削減戦略」を改定し、国際海運からの温
室効果ガス（GHG）排出削減目標を「2050年頃ま
でにGHG排出ゼロ」へと強化を表明した。

• 「2050年頃までにGHG排出ゼロ」をはじめとする新たに
強化されたGHG削減目標等を盛り込んだ、「2023 
IMO GHG削減戦略」を採択。

• 2025年4月に開催されたMEPC83では、中期対策の
具体的な規則案が承認されるとともに、短期対策の検
証など関する審議が行わた。

• 規則改正は2025年10月に開催のMEPC臨時会合に
おいて採択された場合、最短で2027年3月に発効され
る。

出典： 国土交通省様資料

GHG 排出削減目標目標年

• 輸送効率最低40%改善
• GHG 総排出量の最低20%削減（30%削減を目指す）
• ゼロエミッション燃料等の最低5%普及（10%普及を目指す）

2030年(2008年比)

• GHG 総排出量の最低70%削減（80%削減を目指す）2040年(2008年比)
• 遅くとも2050 年頃までにGHG ネット排出ゼロ2050年

出典： 日本海事協会様資料
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日本国内におけるグリーン成長戦略

出典： 経済産業省様 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略資料

日本は、2020年10月に2050年カーボンニュートラルを目指すことを宣言し、これを踏まえ経済産
業省様が中心となり、関係省庁と連携して「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」
が策定された。
また、この戦略を受けて2021年にグリーンイノベーション基金事業が創設された。
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船舶産業のゼロエミッション化

出典：経済産業省様 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略資料
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代替燃料の適用可能時期

出典：経済産業省様 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略資料
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アンモニア燃料の利点

地球に優しい！

アンモニアは，水素と同様，利用時に温室効果ガスを排出しないカーボンフリー燃料として期待さ
れている。また，再生エネルギーから製造したアンモニアを利用すると，ライフサイクル評価としても
GHGゼロエミッション船舶が達成可能。

アンモニア燃焼の反応式
4NH3+3O2→2N2+6H2O

扱いが容易！

アンモニアは，水素と比べて液体貯蔵がしやすく（常温で0.85MPa又は常圧で-33℃で液化)
バンカリングについても既存の荷役技術を利用できるといった特徴がある。アンモニア特有の腐食性
への対策がなされれば，LPG 用の施設において容易にアンモニアを扱うことができると考えられて
いる。
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アンモニア燃料の特性課題

燃焼性
アンモニアは，他の燃料と比べて燃焼反応性が低く専焼が難しいこと，それに伴い未燃アンモニア
と燃焼時にNOxが発生しやすい。また，温室効果がCO2の約273倍と言われている亜酸化窒素
（N2O）が発生する。

毒性
アンモニアはアルカリ性の無色の気体で，腐食性と極め
て強い刺激臭がある。粘膜に対する刺激性が強く，高
濃度のガスを吸入した場合，短時間で気道や肺に重
大な損傷を引き起こす可能性もある。
腐食性
アンモニアは，銅，銅合金，ニッケル濃度が6%を超え
る合金及びプラスチックに対して腐食性があるので，そ
れらの材料の使用を控える必要がある。
貯蔵性
アンモニアの低位発熱量は18.6MJ/kgで，重油
42.7MJ/kgの44%程度となる。このことから燃料タンク
は，重油に比べて2～3倍の容量が必要となる。 出典：（株）東京環境測定センターホームページ

（https://www.toukansoku.co.jp/products/shuuki6.html），
「高圧ガス保安協会，高圧ガス取扱ガイドブック液化アンモニア編」より抜粋



16© IHI Power Systems Co., Ltd.  All Rights Reserved.

アンモニア及び代替燃料の特性

出典：日本海事協会様 Class NKインサイト
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海上輸送のゼロエミッション化推進および次世代船分野に
おける日本海事クラスターの競争力維持・向上を目的とし
た、アンモニア燃料国産エンジンを搭載するアンモニア燃
料船の研究開発

研究開発内容

2021～2027年度（約7年間）期間

日本郵船株式会社様
株式会社ジャパンエンジンコーポレーション様
日本シップヤード株式会社様
一般財団法人日本海事協会様
株式会社IHI原動機

パートナー

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機
構様（NEDO）のGI基金事業による助成を受け，内
航船（アンモニア燃料タグボート）⇒外航船（アンモニ
ア燃料アンモニア輸送船）の順に研究開発・社会実装
に取り組む

研究開発方法

アンモニア燃料船プロジェクトの概要

出典：日本郵船様

IHI原動機は，早期のアンモニア燃料導入に向けた２つのアンモニア燃料船プロジェクトに参画。

写真提供：日本郵船様

A-Tug Project

AFMGC Project

出典：日本郵船様



19© IHI Power Systems Co., Ltd.  All Rights Reserved. 19

A-Tug プロジェクト
アンモニア燃料タグボート(A-Tug)の開発と運航

国産4ストローク主機の開発、安全性・実用性に配慮したアンモニア燃料船の設計、アンモニア燃料
船に係る運航・メンテナンス手法の確立などに取り組み、2024年の竣工を目指す。
→ 2024年8月竣工済

プロジェクト管理、造船設計、法令遵守日本郵船様
A-Tugの安全性評価日本海事協会様
4ストロークエンジンの研究・設計IHI原動機

6L28ADF
1618 kW×750 min-1

Cylinder Bore：280 mm
Piston Stroke：390 mm

出典：日本郵船様出典：日本郵船様
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アンモニア燃料アンモニア輸送船(AFMGC)の開発と運航

国産2ストローク主機および国産4ストローク補機の開発，外航船の船型主要目の開発とアンモニア
燃料・荷役配管システムおよびオペレーションシークエンスの開発，アンモニア毒性に対する船内安全
システムの確立，アンモニア燃料船に係る運航・メンテナンス手法の確立などに取り組み，2026年
の竣工を目指す。

AFMGC プロジェクト

6L25ADF
1300 kW×720 min-1

Cylinder Bore：250 mm
Piston Stroke：370 mm

プロジェクト管理，造船設計，関連する規則
および規制への技術的適合性評価

日本郵船様

2ストロークエンジン(主機)及びアンモニア燃料
供給装置の研究・設計

ジャパンエンジン様

アンモニア燃料船の船体、オペレーションシーク
エンス、安全性の確立

日本シップヤード様

AFMGCの安全性評価日本海事協会様
4ストロークエンジン(補機)の研究・設計IHI原動機

出典：日本郵船様資料
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IHI原動機における環境対応
脱炭素化の世界的な機運が高まると共に，海運分野でも温室効果ガス（GHG）の排出削減が
課題となる中で，IHI原動機では常に日本の舶用業界の環境対策をリードしてきた。
2013年にはディーゼル機関と電動モータを組み合わせたハイブリッド推進システムを開発，また
2015年にはLNG燃料を用いたDFエンジン28AHX-DFを開発，リリースをしてきた。
そして2024年，次世代機関としてアンモニア燃料DFエンジンを開発，リリースすることで，新たな
一歩を踏み出した。

  
Gas Engine 

Z-peller 

LNG Tank 

  
Gas Engine 

Z-peller 

LNG Tank 

ハイブリッドタグボート 翼 LNG燃料タグボート 魁 アンモニア燃料タグボート 魁
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アンモニア燃料DFエンジンの開発概要

• 機関の燃焼室へのアンモニアの供給方式の開発

• 重油とアンモニアの混合比率の検証

• 排ガス温度，排ガス性状の検証

• 窒素酸化物（NO, NO2, N2O）およびアンモニアスリップの対策方法確立

• アンモニアと重油の低位発熱量の相違による出力の検討

• 腐食対策の材料選定

• 安全性の評価と対策
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アンモニア燃料DFエンジンの検証試験
1.急速圧縮膨張装置(RCM)を用いた検証

パラメータスタディにより，
燃料アンモニアの着火条件，
燃焼条件を特定した

2.単気筒試験機を用いた検証

レシプロ機関でのア
ンモニア燃焼の制御
性を確認し，アンモ
ニア燃料機関の成
立性を確認した

LNG燃料機関と
同等の燃焼安定
性と，排気触媒
との組合せによる
低排気エミッショ
ン化を達成した

3.フルスケール機関を用いた検証
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アンモニア燃料DFエンジンの性能評価(1/2)

当初目標の80%を上回った90%(最大95%)
以上のアンモニア混焼率を実現

90%(最大95%)以上のGHG削減率を実現

基礎燃焼試験および単気筒エンジン試験で得られた運転条件を再現することで，フル
スケールエンジンでは高混焼率や大幅なGHG削減効果を実現できた

各負荷のアンモニア混焼率 アンモニアモードにおけるGHG削減率

IMOが定めた2040年削減目標をクリア

Fuel Share Ratio = NH3 / (NH3 + Pilot Fuel)
*Ratio is calculated in heat quantity

*グリーン若しくはブルーアンモニアを使用した場合

GHG Reduction = CO2 in NH3 mode / CO2 in DE mode
*Inc. N2O ・・・ N2O = 265 x CO2



26© IHI Power Systems Co., Ltd.  All Rights Reserved.

触媒出口のNH3濃度はほぼ5ppm以下

触媒を使用することで，アンモニアモードで
はIMO NOx Tier3規制をクリアできること
を確認
※ ディーゼルモードでも触媒を使用すればNox Tier3規制をクリアできる

未燃アンモニアの排出量

N2O 排出量

運転条件を再現し触媒を適用することで，フル
スケールエンジンでは未燃アンモニアおよび
N2O排出量を抑えつつIMO NOx Tier3クリ
アを実現できた

アンモニア燃料DFエンジンの性能評価(2/2)

触媒出口のN2O濃度は10ppm以下

W
ith

ou
t

C
at

al
ys

t

With Catalyst

NOx 排出量
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アンモニア燃料DFエンジンの安全対策(1/2)

安全弁ダクトの装備
万が一機関付安全弁が作動した
場合でも，機関室にアンモニアが
漏洩しないよう，ダクトを機関室
外に導く。
(オプション・特許申請中)

燃料アンモニア配管の二重化
燃料アンモニア配管は二重化し，
万が一内部配管が破損しても，
外部には一切漏れない構造として
いる。

燃料アンモニア配管
(二重配管)

燃料アンモニア供給電磁弁

噴射ノズル
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ミストブロア

排気安全弁

給気安全弁

排気安全弁
万が一の燃料アンモニアが漏れ，発火した際の対策

給気安全弁
万が一の燃料アンモニアが漏れ，発火した際の対策

ミストブロア
シリンダブロック中のブローバイに含まれるスリップアンモニ
アを排出
※IHI原動機独自の対策（特許申請中）

アンモニア燃料DFエンジンの安全対策(2/2)
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テストエンジン及び工場設備

エンクロージャ (エンジンテストベンチ）

アンモニア燃料供給設備 アンモニア除害設備

アンモニア燃料DFエンジン 28ADF

アンモニア燃料による陸上試験は、太田工場にて2023年4月より開始

排ガス後処理装置
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工場の安全対策
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写真提供：日本郵船様

A-Tug向け6L28ADFの状況

2024年2月：A-Tug向け主機として京浜ドック様に初号機を出荷
2024年7月：Truck to Ship 方式で燃料アンモニアをA-Tugに補給
2024年8月：世界初のアンモニア燃料商用船としてA-Tug竣工
2025年3月：実証航海完了を報告

写真提供：日本郵船様 写真提供：日本郵船様
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AFMGC向け6L25ADFの状況

6L25ADF
1300 kW×720 min-1

Cylinder Bore：250 mm
Piston Stroke：370 mm

2024年8月より実機による工場試験が開始され、
日本海事協会様の承認試験、NOx承認試験、お
客様お立合い試験が完了して、2025年10月に出
荷しました。
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まとめ

• アンモニア燃料のフルスケールエンジンにて，アンモニアの予混合気と点火の条件を
最適化することで安定運転を実現した。

• 排ガス後処理装置を用いることで，アンモニアモードでディーゼルモードと比較して、
本船では90%以上※のGHG削減率を達成した。

• 排ガス後処理装置出口の未燃焼アンモニアとN2Oは，各負荷で非常に低いレベル
に保たれた。

• クランクケース内を常に負圧に保つことで、エンジン周辺にアンモニア臭やアンモニアを
検出せず，アンモニア燃料でも安全にエンジンを運転することができた。

※25％以上の各分力による負荷において、グリーン若しくはブルーアンモニアを使用した場合
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